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問
題
に
し
て
見
て
も
、
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
漁
獲
の
最
盛
期
は
大
体
年
間
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第
二
次
大
戦
以
後
の
世
界
漁
業
の
著
名
な
現
象
の
一
っ
は
、
あ
ら
ゆ
る
漁
業
部
門
を
通
じ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
目
覚
ま
し
い
躍
進
ぶ
り
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
世
界
漁
業
の
中
心
的
地
位
を
占
め
て
い
る
。
か
つ
て
日
本
が
占
め
て
い
た
い
く
つ
か
の
世
界
的
な
地
位
も
今
で
は
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
漁
獲
高
だ
け
を
0
0万
ト
ソ
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
約
二
五
0
万
ト
ン
に
増
加
し
て
、
き
ゞ
ま
え
カ
ュ
ー
。
1 | 
資
料
... 
紹
介
世
界
の
漁
獲
高
に
お
い
て
そ
の
比
重
を
大
き
く
延
し
て
来
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
開
発
さ
れ
て
い
る
漁
場
の
う
ち
で
、
世
界
的
に
見
て
三
つ
の
大
き
な
漁
場
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
世
界
の
一
二
大
漁
場
と
(
1
)
 
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
北
海
(North
Sea)
を
核
心
と
す
る
北
大
西
洋
一
帯
が
そ
の
一
で
あ
り
、
東
洋
諸
国
の
太
平
洋
西
岸
一
帯
と
沿
海
州
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
、
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
太
平
洋
東
岸
を
含
ん
だ
太
平
洋
北
部
一
帯
が
そ
の
二
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ソ
ド
(New,found,lend)
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
大
西
洋
岸
の
北
部
一
帯
が
そ
の
三
で
あ
る
。
柏
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
一
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
尾
六
四
昌
哉
2.59 
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
北
海
を
中
心
と
す
る
北
大
西
洋
漁
場
は
、
そ
の
開
発
が
最
も
早
く
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ソ
、
デ
ソ
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
1
そ
の
他
の
先
進
的
な
国
々
に
よ
っ
て
操
業
さ
れ
、
一
六
世
紀
一
七
世
紀
頃
の
生
産
手
段
の
高
度
化
及
び
大
型
化
を
通
じ
て
一
層
隆
盛
に
向
い
、
現
在
で
は
世
界
で
最
も
近
代
的
漁
業
の
行
わ
れ
て
い
る
海
域
で
あ
る
。
年
間
漁
獲
高
は
、
一
1
-
0
0万
ト
ソ
か
ら
四
0
0万
ト
ソ
位
だ
と
い
わ
れ
、
ク
ラ
(cod)
と
ニ
シ
ン
(herring)
が
そ
の
双
壁
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
開
発
歴
史
の
古
い
こ
と
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
競
争
的
漁
業
と
は
、
こ
の
漁
場
を
資
源
的
に
早
く
も
限
界
に
追
い
こ
ん
だ
と
い
わ
れ
、
資
源
保
存
に
関
す
る
国
際
的
協
定
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
。
次
に
、
日
本
漁
業
の
活
躍
し
て
い
る
北
太
平
洋
海
域
の
漁
場
は
、
極
め
て
広
大
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
、
二
0
世
紀
以
後
発
展
し
た
若
い
漁
場
で
あ
る
。
年
間
漁
獲
高
は
約
六
0
0万
ト
ソ
に
達
し
、
ニ
シ
ソ
、
サ
ケ
(
s
a
l
m
o
n
)
、
マ
ス
(trout)
、
イ
ワ
シ
(pilchard
o
r
 sardine) 
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
魚
の
種
類
も
誠
に
多
く
、
そ
れ
ら
の
資
源
を
め
ぐ
っ
て
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ソ
連
、
韓
国
等
が
操
業
し
て
い
る
。
新
し
い
漁
場
で
あ
る
だ
け
に
ま
だ
発
見
さ
れ
な
い
資
源
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
ナ
ダ
の
大
量
漁
獲
は
既
に
資
源
保
護
段
階
の
到
来
を
予
告
し
て
い
る
。
最
後
は
、
ニ
ュ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
北
六
五
部
大
西
洋
岸
一
帯
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
三
大
漁
場
の
う
ち
で
は
一
番
規
模
が
小
さ
く
、
年
間
漁
獲
高
は
一
0
0万
ト
ソ
位
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
を
営
ん
で
い
る
の
が
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
両
国
で
あ
る
こ
と
は
多
数
の
競
争
国
の
あ
る
他
の
二
つ
の
漁
場
に
比
し
て
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
中
心
魚
類
は
ク
ラ
及
び
ク
ラ
類
で
あ
る
。
こ
こ
も
資
源
の
限
界
が
早
く
か
ら
問
題
に
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
と
の
間
で
か
な
り
計
画
的
な
漁
業
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
漁
業
は
い
わ
ゆ
る
世
界
一
1
一
大
漁
場
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
北
海
を
中
心
と
す
る
北
大
西
洋
漁
場
と
は
関
係
が
な
い
が
、
残
り
の
二
つ
の
漁
場
は
何
れ
も
莫
大
な
漁
獲
物
を
ア
メ
リ
カ
に
提
供
し
て
い
る
。
ま
ず
、
北
太
平
洋
漁
場
で
は
、
プ
リ
ス
ト
ル
湾
(Bristol 
Bay)
を
含
む
ア
ラ
ス
カ
(Alaska)
t!勿
論
そ
の
大
陸
棚
全
(
2
)
 
域
の
サ
ケ
、
マ
ス
の
漁
業
を
確
保
し
、
次
に
ア
メ
リ
カ
北
部
大
西
洋
岸
漁
場
で
は
、
水
産
資
源
を
カ
ナ
ダ
と
二
分
し
て
独
占
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
の
二
大
漁
場
に
お
け
る
漁
獲
は
、
と
も
に
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
太
平
洋
の
サ
ケ
、
マ
ス
ほ
ア
メ
リ
カ
水
産
罐
詰
業
の
根
幹
で
あ
る
し
、
大
西
洋
の
ク
ラ
、
ニ
ッ
ン
の
類
は
鮮
魚
及
び
冷
凍
魚
と
し
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
ア
メ
リ
カ
の
重
要
な
水
産
商
品
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
漁
場
に
お
け
る
漁
獲
高
も
略
々
相
半
ば
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
漁
業
の
全
ぼ
う
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
の
両
漁
場
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
充
分
で
260 
だ
が
、
今
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
大
西
洋
北
部
即
ち
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
そ
れ
も
鮮
魚
及
び
冷
凍
魚
を
め
ぐ
っ
て
の
魚
価
及
び
漁
夫
賃
銀
の
決
定
を
中
心
と
し
た
研
究
に
過
ぎ
な
い
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
そ
れ
だ
け
で
も
大
き
過
ぎ
る
程
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
充
分
深
い
研
究
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
漁
業
全
体
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
ニ
ュ
ー
•
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
は
ア
メ
リ
カ
漁
業
を
あ
る
程
度
ま
で
代
表
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
特
に
鮮
魚
冷
凍
魚
部
門
を
考
え
る
と
き
は
決
定
的
な
重
さ
を
持
っ
て
い
る
し
、
近
代
的
罐
詰
業
と
直
結
す
る
北
太
平
洋
ア
ラ
ス
カ
漁
業
に
対
し
て
多
分
に
遅
れ
た
形
態
を
含
ん
で
い
る
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
漁
業
は
漁
夫
を
め
ぐ
る
特
有
の
問
題
を
知
る
上
で
は
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
と
相
ま
っ
て
極
め
て
貴
重
な
盗
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
地
方
は
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
の
最
も
重
要
が
工
業
地
帯
で
、
「
合
衆
国
土
地
面
積
の
五
分
の
一
彩
以
下
の
小
地
域
に
、
国
内
(
3
)
 
人
口
の
五
彩
以
上
及
び
工
業
の
約
一
〇
彩
が
集
中
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
体
、
こ
こ
ほ
ア
メ
リ
カ
工
業
発
祥
の
土
地
で
あ
る
が
、
そ
の
昔
を
回
顧
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
経
済
的
発
達
の
ス
ク
ー
ト
は
実
に
漁
業
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
海
洋
漁
業
と
世
界
貿
易
に
よ
っ
て
大
成
功
を
斉
ら
し
、
一
九
一
―
-0年
代
か
ら
四
0
年
代
へ
か
け
て
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
」
と
が
判
明
し
た
と
思
う
。
(
4
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ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
王
国
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
動
的
地
位
は
や
が
て
工
業
に
譲
っ
た
と
は
い
え
果
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
と
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
は
、
そ
の
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
ア
メ
リ
カ
漁
業
を
代
表
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
こ
に
そ
の
一
端
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ホ
ワ
イ
ト
(
D
o
n
a
l
d
J. 
W
h
i
t
e
)
の
「
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
漁
業
ー
価
格
及
び
賃
銀
(
T
h
e
 N
e
w
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l
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n
d
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調
整
に
関
す
る
研
究
」
—
A 
S
t
u
d
y
 in 
P
r
i
c
e
 a
n
d
 W
a
g
e
 S
e
t
t
i
n
g
`
1
9
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4
)
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
ま
で
は
前
に
述
ぺ
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
漁
業
の
全
ぼ
う
を
代
表
し
て
く
れ
る
。
こ
の
書
物
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
を
一
般
的
且
つ
包
括
的
に
取
扱
う
と
と
も
に
、
副
題
に
示
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
そ
の
中
心
的
視
野
を
賃
銀
、
価
格
、
仲
買
い
及
び
生
産
市
場
を
め
ぐ
る
諸
関
係
に
お
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
、
漁
夫
や
船
主
や
組
合
や
連
邦
政
府
の
種
々
の
対
策
と
行
動
が
と
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
こ
の
関
係
が
か
な
り
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
(
J
o
h
n
T
•
D
u
n
l
o
p
)
が
そ
の
序
文
に
お
い
て
、
こ
の
研
究
は
二
つ
の
大
き
な
長
所
(merit)
が
あ
る
と
述
ぺ
て
、
一
に
は
そ
れ
が
理
論
的
分
析
を
こ
え
て
い
る
点
で
あ
り
、
二
に
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
対
す
る
特
有
な
計
画
を
討
究
す
る
団
体
交
渉
作
用
六
六
26l 
珊
一
ュ
ー
•
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
署
名
理
論
的
補
足
六
七
よ
り
適
切
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
て
ア
ラ
ス
カ
海
域
を
も
含
め
て
三
大
漁
場
の
一
っ
と
し
た
方
が
VI[ 
魚
類
を
産
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
北
太
平
洋
漁
場
と
VI 
そ
違
え
同
系
統
の
海
流
が
交
錯
し
、
漁
獲
も
多
く
、
略
々
同
種
の
V IV
産
業
（
漁
業
）
を
め
ぐ
る
組
織
の
問
類
][ 
(
O
宮
r
a
t
i
o
n
of collective 
b
a
r
g
a
i
n
i
n
g
)
に
曲
t
す
る
報
告
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
と
説
き
、
更
に
、
「
こ
れ
ら
の
示
唆
は
、
漁
業
と
そ
の
問
題
の
真
実
の
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
し
、
叉
す
べ
て
の
関
係
団
体
の
最
も
注
意
深
い
考
察
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
こ
の
歴
史
的
産
業
（
漁
業
）
の
将
来
が
、
そ
の
技
術
、
方
法
、
組
織
の
再
評
価
(reappraisal)
に
よ
る
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
教
授
は
、
正
し
い
視
点
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
可
能
性
を
見
(
5
)
 
出
す
功
蹟
を
果
し
た
。
」
と
賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。
著
者
の
序
文
近
代
的
な
産
業
（
漁
業
）
主
要
な
漁
港
利
潤
分
配
と
斗
争
供
給
と
市
場
問
題
組
織
重
視
の
問
題
発
展
へ
の
展
毀
I 
(
2
)
-
＝
大
漁
場
の
一
つ
で
あ
る
北
太
平
洋
礁
場
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
I
問
題
へ
の
排
戦
こ
の
書
物
の
構
成
は
、
次
の
八
つ
の
主
要
な
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
索
引
他
に
、
二
四
の
表
と
八
つ
の
イ
グ
ジ
ビ
ッ
ト
(exhibit)
と
が
随
所
に
折
込
ま
れ
て
論
点
の
説
明
を
助
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
積
極
的
批
判
は
一
応
後
廻
し
と
し
て
、
そ
の
忠
実
は
ア
ウ
ト
・
ラ
イ
ソ
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
。
従
っ
て
、
叙
述
は
、
全
般
的
各
章
別
に
順
を
追
っ
て
の
均
等
的
な
方
法
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
本
書
の
企
図
し
た
問
題
点
へ
の
突
込
み
が
足
ら
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
目
立
ち
は
せ
ぬ
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
註
(
1
)
桧
山
義
夫
「
水
産
学
概
論
」
―
二
九
ー
ニ
ニ
五
頁
今
田
消
二
「
水
産
経
済
地
理
」
―
―
-
|
1
一
五
頁
中
酉
永
年
「
水
産
」
二
九
ー
―
―
一
五
頁
ヵ
太
平
洋
作
北
部
即
ち
ア
ラ
ス
カ
一
帯
を
除
外
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
青
野
氏
は
東
洋
漁
場
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
そ
の
大
い
さ
は
約
六
0
万
方
浬
と
計
算
し
て
い
る
が
、
大
陸
棚
こ
青
野
寿
郎
「
漁
村
水
産
地
理
学
研
究
」
（
第
2
集
）
二
七
―
―
-
|
-
―
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to 
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
は
歴
史
上
最
も
豊
か
な
天
然
褒
源
の
所
向
を
見
究
め
た
い
。
(
3
)
H
a
r
o
l
d
 H
u
l
l
 
M
c
l
a
r
t
y
,
 
"
 T
h
e
 G
e
o
g
r
a
p
h
i
c
 
B
a
s
i
s
 of 
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 L
i
f
e
"
 1
9
4
0
横
溝
直
一
邦
訳
「
ア
メ
リ
カ
経
済
地
理
」
六
四
八
頁
(
4
)
H
a
r
o
l
d
 H
u
l
l
 M
c
l
a
r
t
y
,
邦
訳
「
前
掲
書
」
六
四
八
I
六
五
〇
頁
(
5
)
D
o
n
a
l
d
 
J
.
 
W
h
i
t
e
,
^
'
T
h
e
 
N
e
w
 E
n
g
l
a
n
d
 
F
i
s
h
i
n
g
 
I
n
d
u
s
t
r
y
"
 F
o
r
e
w
o
r
d
 
こ
こ
で
は
著
者
の
序
文
(
A
u
t
h
o
r
'
s
P
r
e
f
a
c
e
)
及
び
第
一
章
問
題
へ
の
排
戦
(
T
h
e
C
h
a
l
l
e
n
g
e
)
の
項
を
概
観
し
て
、
本
書
の
意
図
す
る
方
著
者
の
序
文
は
か
な
り
長
文
で
、
三
つ
の
主
要
事
項
を
含
ん
で
い
る
。
第
一
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
の
全
般
的
地
位
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
で
大
要
次
の
よ
う
で
あ
る
。
産
で
あ
り
、
全
ア
メ
リ
カ
を
通
じ
て
最
も
古
い
商
業
企
業
(
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
(
P
l
y
m
o
u
t
h
 C
o
l
o
n
y
)
 
enterprise)
の
基
盤
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
プ
リ
ム
ス
・
コ
ロ
ニ
イ
の
建
設
者
達
は
、
漁
業
を
す
る
た
め
に
四
頁 一ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
第
一
一
は
、
分
析
の
視
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
先
ず
、
こ
の
研
究
s
e
r
v
e
 G
o
d
|
a
n
d
 to fish)
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
っ
て
来
た
の
で
あ
り
、
事
実
一
七
世
紀
一
八
泄
紀
の
こ
こ
の
漁
業
は
植
民
地
支
配
の
根
幹
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
塩
魚
(salt
fish)
の
輸
出
貿
易
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
海
運
商
業
の
基
盤
で
あ
っ
た
し
、
タ
ラ
(sacred
cod)
が
何
世
紀
も
の
間
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ト
下
院
(
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
H
o
u
s
e
 of 
R
e
,
 
presentatives)
に
お
い
て
演
じ
た
役
割
が
卓
越
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
十
年
か
の
年
月
の
経
過
は
漁
業
の
地
位
を
次
第
に
低
下
し
、
今
日
で
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
四
二
五
万
の
労
働
者
(
w
o
r
k
force)
の
う
ち
の
僅
か
五
万
に
対
し
て
直
接
所
得
を
与
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ま
だ
天
然
資
源
の
開
発
さ
れ
て
い
な
い
漁
業
の
活
躍
舞
台
は
他
に
い
く
ら
も
残
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
い
い
た
い
こ
と
は
、
ま
え
が
き
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
は
漁
業
は
最
早
第
二
位
的
産
業
に
過
ぎ
な
い
が
、
依
産
業
を
問
題
に
す
る
と
き
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
漁
業
は
ま
だ
開
発
可
能
の
地
域
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
研
究
の
意
義
も
叉
大
き
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
の
範
囲
を
、
漁
業
部
門
の
う
ち
の
僅
か
一
部
分
即
ち
ボ
ス
ト
ソ
(Boston)
、
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
漁
業
の
片
方
の
足
で
あ
り
、
従
っ
て
、
漁
業
と
い
う
六
八
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一
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
(Gloucester)
、
ニ
ュ
ー
・
ペ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
(
N
e
w
B
e
d
f
o
r
d
)
、
マ
サ
ー
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
(
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
)
及
び
ポ
ー
ト
ラ
ソ
ド
(Portland)
、
ロ
ッ
ク
ラ
ソ
ド
(
R
o
c
k
l
a
n
d
)
、
メ
イ
ン
(
M
a
i
n
e
)
に
集
荷
さ
れ
る
鮮
魚
と
冷
凍
魚
部
分
だ
け
を
対
象
と
し
、
メ
イ
ソ
の
イ
ワ
シ
罐
詰
業
(sardine
c
a
n
n
i
n
g
)
な
ど
の
よ
う
な
優
秀
な
貿
易
漁
業
部
門
及
び
ボ
ス
ト
ソ
に
中
心
を
お
く
あ
ら
ゆ
る
漁
業
仲
介
業
は
一
応
除
外
す
る
旨
を
記
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
行
く
。
吾
々
は
、
分
析
の
中
心
視
点
を
、
大
西
洋
漁
夫
連
合
(Atlantic
Fi, 
s
h
e
r
m
e
n
'
s
 U
n
i
o
n
)
ー
そ
の
組
織
と
船
主
(vessel
o
w
n
e
r
)
及
び
魚
の
買
手
（
安
s
h
b
u
y
e
r
)
並
び
に
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
発
展
さ
せ
遂
行
し
て
来
た
政
策
と
の
関
連
＇
ー
に
合
わ
す
も
の
で
あ
る
。
吾
々
の
議
論
は
、
基
本
的
経
済
的
特
質
と
産
業
の
問
題
に
照
応
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
漁
夫
が
レ
イ
(lay)
と
呼
ば
れ
る
賃
銀
支
払
の
シ
ス
テ
ム
の
下
に
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
最
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
レ
イ
制
度
の
下
に
、
漁
夫
は
漁
獲
物
と
操
業
期
間
の
費
用
価
値
を
分
担
し
、
従
っ
て
、
漁
業
が
成
功
の
と
き
に
は
レ
イ
制
度
は
「
純
粋
に
利
澗
分
配
」
(pure 
profit,sharing)
の
象
徴
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
場
合
、
レ
イ
制
度
は
、
企
業
利
潤
が
え
ら
れ
た
と
き
定
賃
銀
に
追
加
分
配
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
他
産
業
の
利
潤
分
配
協
定
(profit,sharing
ar
・ 
a
n
g
e
m
e
n
t
)
よ
り
も
更
に
大
き
く
先
ん
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漁
夫
は
六
九
第
一
章
で
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
が
そ
の
将
来
の
発
展
途
連
合
を
通
じ
て
、
船
主
と
、
漁
獲
物
価
値
の
分
配
分
及
び
操
業
費
用
の
分
担
分
の
決
定
を
契
約
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
漁
夫
と
そ
の
連
合
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
漁
獲
物
価
値
決
定
の
た
め
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
交
渉
で
あ
る
。
吾
々
の
研
究
は
、
こ
の
利
害
関
係
上
の
両
当
事
者
特
に
連
合
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
政
策
の
批
判
に
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漁
夫
が
し
ば
し
ば
故
意
に
限
定
生
産
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
バ
イ
ヤ
ー
が
連
合
(
p
r
i
c
e
,
m
a
k
i
n
g
 arr, 
の
圧
力
に
抗
し
て
主
要
市
場
の
価
格
作
製
協
定
a
n
g
e
m
e
n
t
)
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
等
々
の
問
題
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
叉
、
こ
れ
ら
の
政
策
ほ
果
し
て
賢
朋
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
吾
々
は
こ
れ
ら
の
問
閣
に
答
え
る
た
め
に
、
外
国
競
争
と
の
問
題
を
遥
入
し
つ
つ
い
く
つ
か
の
提
案
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
で
著
者
の
分
析
視
点
は
明
示
さ
れ
た
と
思
う
が
、
何
と
い
っ
て
も
実
際
的
政
策
の
批
判
分
析
に
ま
で
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
漁
業
の
実
態
を
知
る
上
で
極
め
て
有
益
で
あ
る
。
第
三
は
、
こ
の
政
策
を
実
際
に
担
当
し
実
施
し
且
つ
こ
の
研
究
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
々
或
は
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
感
謝
と
そ
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
厖
大
な
数
に
及
ん
で
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。
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ラ
ソ
ド
を
そ
の
第
一
流
の
供
給
地
と
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
一
九
ほ
と
ん
ど
全
地
域
の
梱
抱
魚
類
の
生
産
高
を
製
造
し
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
即
ち
、
三
百
年
も
の
長
い
間
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
は
ア
メ
リ
カ
商
業
の
最
も
活
澄
な
檜
舞
台
に
立
っ
て
来
た
。
一
六
六
0
年
の
ボ
ス
ト
ソ
と
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
は
世
界
的
ク
ラ
の
供
給
地
と
し
て
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
海
洋
貿
易
の
基
盤
を
形
成
し
た
し
、
一
八
世
紀
に
は
ニ
ュ
ー
・
ペ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
の
捕
鯨
船
は
公
海
(
h
i
g
h
sea)
へ
遠
く
操
業
に
出
か
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
百
年
間
は
、
漁
業
の
性
質
そ
の
も
の
と
並
ん
で
漁
夫
の
生
活
(life)
を
徹
底
的
に
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
漁
夫
は
最
早
か
つ
て
の
よ
う
に
小
さ
な
船
と
頼
り
な
い
漁
具
で
お
天
気
ま
か
せ
の
危
険
極
ま
り
な
い
冒
険
的
英
雄
的
漁
業
に
乗
出
す
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
生
命
の
安
全
は
保
償
さ
れ
て
も
、
生
活
の
安
全
は
保
償
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
現
在
で
は
、
ボ
ス
ト
ソ
、
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
、
マ
サ
ー
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ボ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ロ
ッ
ク
ラ
ソ
ド
、
メ
イ
ソ
が
、
五
一
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
向
梱
抱
鮮
魚
及
び
冷
凍
魚
の
八
〇
彩
即
ち
一
六
五
百
万
ボ
ン
ド
に
達
す
る
額
が
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
か
ら
流
出
し
た
。
こ
れ
ら
主
要
漁
港
か
ら
の
漁
夫
ほ
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
上
に
横
た
わ
る
四
つ
の
重
要
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。
一
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
海
岸
に
も
た
ら
さ
れ
る
全
魚
類
及
び
貝
類
の
年
問
重
驀
の
約
三
分
の
二
価
値
の
六
分
の
五
を
揚
陸
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
領
域
は
、
年
々
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ア
ラ
ス
カ
の
全
漁
獲
物
の
重
量
と
価
値
の
約
二
0
彩
を
供
給
す
る
程
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
が
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
セ
ン
ク
ー
に
よ
っ
て
享
有
さ
れ
る
主
導
権
は
難
攻
不
落
と
い
う
に
は
程
遠
（表
1
)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
梱
抱
鮮
魚
及
び
冷
凍
魚
生
産
高
1
9
2
9
1
1
9
5
1
1
¥
-
い。即ち、四つの主要な問題が将来に横たわってるそれは
Iアメリカ総 iニュー・イングランド生産
年度生産高高
（百万ボンド）（百万ボソド）1 彩
1929 84.4 73.5 87 
1930 80.0 68.5 85 
1931 65.6 54.3 82 
1932 52.0 41.7 80 
1933 58.9 48.9 83 
1934 73.6 59.6 81 
1935 107.1 86.6 80 
1936 121.5 103.5 85 
1937 113.4 92.8 82 
1938 117.2 98.8 84 
1939 131.3 111.1 84 
1940 126.6 107.7 85 
1941 176.5 152.6 86 
1942 172.9 144.4 83 
1943 158.6 122.0 76 
1944 172.3 139.3 86 
1945 204.9 160.6 78 
1946 188.5 152.9 81 
1947 185.0 156.6 84 
1948 193.5 155.5 80 
1949 194.0 155.3 80 
1950 191.5 150.5 78 
1951 205.5 164.7 80 
Donald J. White, "Ibid", P. 15, Table 4 
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次
の
事
項
で
あ
る
。
利
澗
分
配
に
関
す
る
問
題
水
産
資
源
の
枯
渇
化
の
問
題
市
場
の
困
難
性
の
問
題
外
国
と
の
競
争
の
問
題
第
一
の
利
潤
分
配
に
関
す
る
問
題
で
は
、
正
規
の
定
賃
銀
を
受
け
と
っ
て
い
な
い
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
夫
は
、
い
わ
ゆ
る
レ
イ
制
度
と
呼
ば
れ
る
賃
銀
支
払
制
度
の
下
で
働
い
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
、
漁
夫
と
船
主
と
の
間
の
漁
獲
物
価
値
及
び
操
業
費
用
分
担
の
問
題
と
市
場
に
お
い
て
バ
イ
ヤ
ー
と
の
間
で
決
定
さ
れ
る
魚
価
の
問
題
と
を
含
み
、
漁
夫
（
漁
夫
連
合
）
、
船
主
、
バ
イ
ヤ
ー
を
め
ぐ
っ
て
の
複
雑
困
難
な
事
柄
が
山
積
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
漁
夫
と
船
主
と
の
問
の
利
澗
或
は
費
用
分
担
を
め
ぐ
っ
て
の
分
裂
、
魚
価
決
定
に
お
け
る
バ
イ
ヤ
ー
の
優
位
性
、
魚
が
埠
頭
販
売
さ
れ
る
ま
で
賃
銀
が
支
払
わ
れ
ず
、
金
が
集
め
ら
れ
る
ま
で
漁
獲
の
大
い
さ
が
分
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
奇
怪
な
現
象
、
何
れ
も
適
切
な
解
決
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
遁
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
更
に
第
五
章
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
は
、
魚
資
源
の
枯
渇
化
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
も
主
要
魚
姿
源
の
枯
渇
化
は
例
外
で
は
な
く
、
最
近
は
益
々
そ
れ
が
激
化
し
て
い
る
。
勿
論
、
主
要
で
な
い
魚
類
が
ま
だ
獲
り
つ
4
 
3
 
2
 
ー
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
か
得
ら
れ
な
い
。
七
(
g
r
o
u
n
d
'
窟
h
)
特
に
ハ
く
ら
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
す
ら
も
過
度
漁
業
(
h
e
a
v
y
控
s
h
i
n
g
)
の
圧
力
で
日
一
日
と
減
少
し
て
来
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
•
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
は
、
市
場
操
作
を
通
じ
て
重
要
魚
資
源
の
保
護
育
成
を
外
国
漁
業
者
を
も
包
含
し
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
共
に
も
拘
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
重
要
魚
資
源
は
枯
渇
化
を
続
け
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
と
っ
て
最
も
深
刻
な
の
は
、
先
ず
、
ボ
ス
ト
ン
特
産
で
あ
り
こ
の
地
域
で
最
も
価
値
あ
る
底
魚
(
6
)
 
ダ
ッ
ク
(
h
a
d
d
o
c
k
)
の
減
少
で
あ
り
、
次
に
は
、
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
及
び
ポ
ー
ト
ラ
ソ
ド
の
冷
凍
加
工
業
の
頼
み
の
網
(
m
a
i
n
-
s
t
a
y
)
で
あ
る
ス
(
7
)
 
ズ
キ
(redfish)
の
欠
乏
で
あ
り
、
最
後
に
は
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
の
最
も
価
値
あ
る
特
産
品
で
あ
る
カ
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
類
(yellowtail
茫
o
u
n
d
e
r
)
の
不
足
で
あ
る
。
こ
れ
ら
主
要
魚
類
の
衰
源
不
足
は
、
一
日
当
り
漁
業
生
産
力
を
次
第
に
減
少
し
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
は
、
ニ
ュ
ー
•
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
海
域
に
お
け
る
よ
り
一
層
の
乱
獲
か
よ
り
遠
い
海
域
へ
の
よ
り
長
い
操
業
か
の
二
つ
に
一
っ
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
何
れ
に
し
て
も
生
産
の
よ
り
高
い
コ
ス
ト
を
招
来
し
困
難
ほ
増
大
す
る
。
と
あ
れ
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
漁
業
ほ
魚
資
源
か
ら
見
て
甚
だ
悲
観
的
見
通
し
し
第
三
に
は
、
市
場
の
困
難
性
の
問
題
を
と
り
上
げ
今
や
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
は
う
ち
勝
ち
が
た
い
市
場
障
害
に
遭
遇
し
て
い
る
と
述
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べ
て
い
る
。
著
者
は
大
体
次
の
よ
う
な
四
つ
の
事
項
に
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
先
ず
、
獣
肉
(
m
e
a
t
)
に
対
す
る
圧
倒
的
偏
好
が
魚
肉
に
対
す
る
需
要
を
著
し
く
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
九
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
獣
肉
消
費
高
は
頭
割
り
で
一
四
六
ボ
ン
ド
で
あ
っ
た
の
に
、
鮮
魚
及
び
冷
凍
魚
の
そ
れ
は
僅
か
六
•
五
ボ
ソ
ド
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
そ
の
傾
向
は
今
も
変
っ
て
い
な
い
。
次
に
、
魚
肉
を
愛
用
す
る
消
費
者
の
中
に
も
叉
偏
好
が
あ
り
、
彼
ら
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
産
の
僅
か
の
魚
種
を
愛
用
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
五
0
年
の
愛
用
魚
種
(
h
a
d
d
o
c
k
,
redfish, 
cod, 
yel, 
は
、
ボ
ス
ト
ン
、
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
lowtail 
f
l
o
u
n
d
e
r
)
 
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
に
揚
陸
さ
れ
た
四
億
八
四
八
0
万
ボ
ソ
ド
の
魚
の
五
分
の
―
―
一
に
達
し
て
い
る
。
他
の
極
め
て
多
く
の
魚
種
に
対
す
る
需
要
は
実
に
少
な
い
。三
番
目
は
、
宗
教
上
或
は
慣
習
上
か
ら
、
魚
肉
需
要
が
一
週
問
中
の
一
日
（
金
曜
日
）
と
四
旬
祭
(
L
e
n
t
e
n
s
e
a
s
o
n
)
の
四
0
日
間
に
傾
斜
し
て
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
斜
集
中
は
今
な
お
北
東
ア
メ
リ
カ
の
高
度
消
費
地
帯
に
お
い
て
根
強
く
行
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
魚
の
分
配
制
度
は
小
売
価
格
(retail
price)
の
高
い
比
率
に
呑
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
―
―
1
0％
な
い
し
四
0
％
の
卸
売
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
価
格
(
w
h
o
l
e
s
a
l
e
m
a
r
k
u
p
)
の
高
騰
と
五
0
形
な
い
し
一
0
0形
に
及
ぶ
小
売
利
鞘
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
で
は
遥
常
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。以
上
が
市
場
の
困
難
性
と
し
て
著
者
の
述
べ
た
要
旨
の
と
り
ま
と
め
で
あ
る
。さ
て
、
第
四
に
、
外
国
と
の
競
争
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
ア
イ
ス
ラ
ソ
ド
或
は
他
の
北
の
国
々
か
ら
の
魚
の
輸
入
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
市
場
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
梱
抱
魚
類
の
阪
売
を
危
胎
に
陥
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
特
産
で
あ
る
底
魚
類
の
輸
入
が
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
五
一
年
の
問
に
八
一
―
1
0％
も
急
増
し
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
お
け
る
外
国
魚
の
比
率
が
一
九
三
九
年
の
約
二
0
分
の
一
か
ら
一
九
五
一
年
の
約
三
分
の
一
へ
と
急
上
昇
し
た
の
は
こ
の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
競
争
国
の
多
く
は
、
そ
の
経
済
が
漁
業
に
よ
り
多
く
の
重
要
性
を
認
め
、
漁
夫
賃
銀
(ex,vessel
price)
も
安
く
、
し
か
も
漁
場
に
近
接
し
て
お
り
、
よ
り
新
鮮
な
よ
り
良
質
な
魚
を
安
い
コ
ス
ト
で
獲
っ
て
い
る
。
ア
メ
・
リ
カ
合
衆
国
も
遠
洋
漁
業
の
発
展
と
魚
価
の
安
定
を
早
急
に
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
四
項
目
に
分
け
て
述
べ
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
の
将
来
に
横
た
わ
る
難
関
で
あ
る
。
著
者
は
第
二
章
以
下
に
お
い
て
そ
の
解
決
に
対
す
る
暗
示
な
い
し
は
勧
告
の
一
端
を
与
え
た
い
と
思
う
と
述
べ
七
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一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
て
い
る
。
註
(
6
)
底
魚
類
は
、
大
陸
棚
或
は
そ
の
近
く
に
す
む
魚
類
で
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
漁
獲
さ
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
普
通
は
こ
の
中
に
、
ハ
ダ
ッ
ク
、
ク
ラ
、
ス
ズ
キ
、
ヘ
イ
ク
(
h
a
k
e
)
、
黒
ク
ラ
(poll,
o
c
k
)
、
ホ
ワ
イ
テ
イ
ン
グ
(
w
h
i
t
i
n
g
)
、
カ
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
、
等
を
含
ん
で
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
h
a
d
d
o
c
k
,
h
a
k
e
｀
召
l
,
は
何
れ
も
ク
ラ
科
に
属
す
る
魚
で
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
最
大
の
資
源
と
さ
れ
て
来
た
。
(
7
)
「r
e
d
窟
h,
rosefish, 
o
c
e
a
n
 p
e
r
c
h
」
と
い
わ
れ
て
し
る
の
は
、
大
体
日
本
で
ス
ズ
キ
と
呼
ば
れ
る
魚
を
指
す
も
の
で
、
ロ
ッ
ク
ラ
ソ
ド
の
特
産
品
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
近
代
的
産
業
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
を
漁
法
、
冷
凍
冷
蔵
、
加
工
行
程
、
輸
送
技
術
等
の
方
面
か
ら
か
な
り
多
角
的
に
把
握
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
先
ず
、
漁
場
と
魚
種
(
g
r
o
u
n
d
s
a
n
d
 species)
に
関
し
て
、
こ
の
海
城
が
屈
曲
の
多
い
海
岸
線
を
持
ち
浅
瀬
に
恵
ま
れ
て
、
ク
ラ
類
(cod,
h
a
d
d
o
c
k
,
 red-fish)
或
ほ
底
魚
類
(flounder)
の
絶
好
の
漁
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
サ
．
＾
（
m
a
c
k
e
r
e
l
)
と
貝
類
(scallop)
な
ど
に
も
富
ん
o
c
k
`
w
h
i
t
i
n
g」
七
で
い
る
こ
と
を
再
び
指
摘
し
て
か
ら
漁
法
の
説
明
に
移
る
。
漁
法
(fishing
m
e
t
h
o
d
)
の
中
心
は
今
や
大
小
ト
ロ
ー
ル
漁
業
に
あ
る
。
今
で
は
、
ボ
ス
ト
ジ
を
中
心
に
大
活
躍
す
る
大
型
の
汽
船
ト
ロ
ー
ル
(steel 
t
r
a
w
l
e
r
)
、
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ペ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
、
ボ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
本
拠
と
す
る
機
船
底
曳
(
w
o
o
d
e
n
d
r
a
g
g
e
r
)
に
よ
っ
て
、
こ
の
海
域
一
帯
の
底
魚
類
は
獲
り
つ
く
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
大
体
、
ト
ロ
ー
ル
漁
法
が
ア
メ
リ
カ
で
採
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
0
0年
頃
の
こ
と
で
、
こ
の
普
及
は
た
ち
ま
ち
従
来
か
ら
の
帆
送
ス
ク
(
8
)
 
ー
ナ
ー
(
s
a
i
l
-
p
o
w
e
r
e
d
s
c
h
o
o
n
e
r
)
漁
業
に
よ
る
釣
漁
を
不
振
化
し
た
。
こ
の
ト
ロ
ー
ル
漁
法
が
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
じ
め
五
年
に
建
造
し
た
ス
プ
レ
イ
号
(
T
h
e
S
p
r
a
y
)
が
皮
切
り
で
あ
っ
た
。
以
後
、
ト
ロ
ー
ル
漁
業
は
こ
こ
で
も
急
激
に
発
展
し
た
が
、
他
方
叉
激
し
い
反
対
も
多
か
っ
た
。
即
ち
、
釣
漁
夫
や
ス
ク
ー
ナ
ー
船
主
は
、
ト
ロ
ー
ル
漁
法
が
漁
場
を
破
懐
し
彼
ら
の
漁
具
を
無
力
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
無
制
限
無
計
画
な
ト
ロ
ー
ル
操
業
は
魚
演
源
の
枯
渇
化
を
招
来
す
る
と
し
て
、
合
理
的
制
限
の
必
要
が
唱
え
ら
れ
、
た
め
に
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
等
に
協
力
を
要
請
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
勢
は
次
第
に
ト
ロ
ー
ル
漁
業
に
移
行
し
、
一
九
二
五
年
に
は
、
こ
の
海
域
で
一
0
0隻
の
ト
ロ
ー
ル
漁
船
が
現
わ
れ
、
ス
ク
て
成
功
し
た
の
ほ
、
魚
仲
介
商
ニ
ー
ル
(
J
o
h
n
 R
•
N
e
a
l
}
が
一
九
〇
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ー
ナ
ー
漁
船
は
機
船
底
曳
(
b
a
b
y
t
r
a
w
l
e
r
 o
r
 d
r
a
g
g
e
r
)
へ
移
行
す
る
か
或
は
廃
莱
し
て
し
ま
/
た
°
現
在
で
は
、
こ
れ
ら
の
漁
船
は
ほ
と
ん
ど
ラ
ジ
オ
及
び
無
線
機
を
装
備
し
て
常
に
市
場
と
連
絡
を
と
っ
て
い
る
し
、
一
九
五
二
年
以
降
は
魚
群
探
知
機
(
r
a
d
a
r
)
が
普
及
化
し
て
来
た
。
今
日
の
大
型
ト
ロ
ー
ル
汽
船
は
、
1
一
五
万
な
い
し
―
―
10万
ポ
ン
ド
を
収
容
す
る
冷
蔵
室
と
一
七
人
の
漁
夫
を
持
っ
て
い
る
し
、
機
船
底
曳
で
も
半
分
の
容
盤
を
保
つ
冷
蔵
室
と
一
0
人
内
外
の
漁
夫
を
有
し
て
い
る
。
冷
蔵
(refrigeration}
冷
蔵
業
も
一
九
0
0年
頃
に
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
に
導
入
さ
れ
、
従
来
の
塩
魚
(salt
fish)
の
地
位
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
な
、
よ
り
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
更
に
一
九
一
八
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
一
層
優
秀
な
冷
蔵
機
(
q
u
i
c
k
f
r
e
e
z
i
n
g
 m
a
c
h
i
n
e
)
を
移
入
し
、
こ
れ
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
益
々
重
要
な
地
位
を
占
め
、
漁
業
に
対
し
て
大
き
な
功
蹟
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
エ
(filleting)
（表
の
問
題
も
近
代
的
漁
業
の
一
要
素
で
あ
る
。
加
工
の
進
歩
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
食
用
加
工
の
築
頭
は
、
切
身
加
の
進
歩
で
あ
る
。
こ
れ
が
魚
商
品
の
流
通
上
に
与
え
た
便
宜
は
甚
だ
大
き
い
。
冷
蔵
、
加
工
と
並
ん
で
輸
送
問
題
も
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
以
来
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
が
発
達
し
、
一
九
四
0
年
で
は
、
大
き
な
漁
区
に
お
け
る
操
業
と
よ
り
広
い
範
囲
に
わ
た
る
市
場
を
も
併
せ
一
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
（表2)ボストソ及びマサチューセッツからの鮮魚冷凍魚輸送 1940
輸 送 方 法 (100万ボンド）
距 離
トラック 1貨 車 1船 舶 l 計
ボストン地帯 50 
| 
50 
~ 200浬 30 10 40 
201 ~ 500浬 18 42 60 
501 ~ 1,000浬 32.4 3.6 36 
1,000浬～ 22.5 7.5 30 
計 152.9 i 10 53.1 216 
Donald J. White, "Ibid," P.16, Table 5 
2
)
の
よ
う
に
そ
の
距
離
に
お
い
て
も
そ
の
広
さ
に
お
い
て
も
叉
そ
の
景
に
お
い
て
も
圧
倒
的
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
空
中
轍
送
(air
freight) 
の
出
現
は
第
二
次
大
戦
以
後
の
こ
と
に
属
す
る
。
七
四
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て
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尾
）
老
廃
且
つ
無
能
な
漁
業
方
法
(
o
b
s
o
l
e
t
e
a
n
d
 inefficient 
p
r
a
c
,
 
t
i
c
e
)
も
残
存
し
て
い
る
が
、
冷
蔵
、
加
工
、
輸
送
等
す
べ
て
の
面
で
大
き
な
ハ
ソ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
途
は
全
く
暗
、。し註
(
8
)
通
常
二
本
な
い
し
は
一
デ
一
本
楠
を
具
え
た
縦
帆
式
大
型
の
帆
船
を
い
ぅ
第
一
＿
一
章
は
主
要
漁
港
（
寄
s
h
i
n
g
p
o
r
t
)
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
、
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
、
ボ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ロ
ッ
ク
ラ
ソ
ド
を
と
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
起
源
、
歴
史
、
発
展
を
有
す
る
こ
れ
ら
漁
港
の
個
性
を
説
明
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
。
勿
論
、
そ
の
各
々
の
起
源
及
び
歴
史
を
詳
述
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
本
稿
で
も
そ
の
余
裕
は
な
い
の
で
、
（
表
3
)
を
引
用
し
て
そ
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
の
中
心
漁
港
は
、
何
と
い
っ
て
も
ボ
ス
ト
ン
が
筆
頭
で
、
大
型
漁
船
の
約
八
0
％
と
加
工
工
場
の
半
分
以
上
が
こ
こ
に
集
中
し
、
ハ
ダ
ッ
ク
を
中
心
に
依
然
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
中
漁
業
の
行
わ
れ
て
い
る
漁
港
で
、
漁
船
も
中
型
が
圧
倒
的
に
多
い
。
か
つ
て
は
捕
鯨
業
で
繁
え
た
ニ
ュ
ー
・
ペ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
漁
港
は
、
今
（表 3) ニュー・イソグラソド主要漁港大勢 1950-1952年
こ
船 漁 1加沿冷
-ナ-1 岸 1蔵
小中大 I I 盆 1：品
計）
型型型 口 1:I;, I 八 IJ.: 
＇ 
漁
ー：一
ヽ
‘
 
七
五
方 I 口
ボストン 51I so I 48 I 129 I 1,092 I 48 I 2;000 I 9 
グロースクー 60I 114 I 13 I 187 I 2,300 I 20 I 2,200 I 8 
ニュー・ベッドファッド 113I 33 I 3 I 149 I 1,350 I 12 I 650 I 2 
ボートランド 521 91 11 621 2001 91 I 4 
』 -1--
ロックラソド 16I 4 I 1 I 81I 200 I 3 I I 2 
計 352I 190 I 66 I 608 I 5,142 I 92 I 4,850 I 25 
Donald J. White, "Ibid", P.20, Table 6 
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B
o
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t
o
n
 
G
l
o
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t
e
r
 
L
o
c
a
lー
O
r
g
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e
d
1
9
3
9
 
N
e
w
 B
e
d
f
o
r
d
 
Atlantic Fishermen•s 
U
n
i
o
n
 N
e
w
 Be
d
f
o
r
d
 
L
o
c
a
l
-
O
r
g
a
n
i
z
e
d
 1
9
3
9
 
次
の
よ
う
で
あ
る
。
Atlantic F
i
s
h
e
r
m
e
n疇
s
U
n
i
o
n
,
 H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
,
 
rsー
O
r
g
a
n
i
z
e
d
1
9
3
7
 
Atlantic F
i
s
h
e
r
m
e
n
'
s
 
四
U
n
i
o
n
,
 
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
Gloucester 
で
は
小
型
漁
船
が
圧
倒
的
に
多
く
、
魚
種
も
他
に
サ
バ
、
ス
。
ス
キ
等
が
登
場
し
て
来
る
。
ボ
ー
ト
ラ
ソ
ド
と
ロ
ッ
ク
ラ
ソ
ド
も
、
と
も
に
小
漁
業
の
港
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
漁
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
前
紀
三
漁
港
よ
り
は
る
か
に
劣
っ
て
い
る
。
第
四
章
は
漁
業
を
め
ぐ
る
組
織
の
問
題
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
主
要
漁
港
に
お
い
て
最
近
急
激
に
経
済
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
が
進
渉
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
漁
夫
、
船
主
、
仲
介
人
、
海
産
物
業
者
等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
、
漁
夫
組
織
で
は
大
西
洋
漁
夫
連
合
が
最
強
の
且
つ
広
範
囲
の
連
合
組
織
を
誇
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
主
要
漁
港
に
お
け
る
漁
夫
組
織
は
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 since 1
9
4
6
)
ー
U
n
o
r
g
a
n
i
z
e
d
こ
の
連
合
組
織
化
の
最
初
の
口
火
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
、
プ
ラ
ウ
ソ
(
W
i
l
l
i
a
m
 H
.
 B
r
o
w
n
)
 
!1
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
0
年
に
は
早
く
も
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
と
ボ
ス
ト
ン
の
大
型
ト
ロ
ー
ル
漁
船
の
漁
夫
の
大
部
分
の
組
織
化
に
成
功
し
、
そ
の
賃
銀
は
漁
夫
一
人
当
り
一
月
―
―
―
-
0ド
ル
、
冬
は
千
ボ
ソ
ド
の
揚
陸
に
対
し
四
ド
ル
四
月
か
ら
一
0
月
ま
で
は
一
ニ
ド
ル
の
ボ
ー
ナ
ス
が
こ
れ
に
追
加
さ
れ
る
、
と
い
う
驚
く
べ
き
好
条
件
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
七
年
の
漁
夫
一
人
当
り
一
月
三
五
ド
ル
、
千
ド
ル
の
魚
獲
に
対
す
る
五
ド
ル
の
ボ
ー
ナ
ス
追
加
、
に
比
較
し
て
見
る
と
、
そ
の
好
転
ぶ
り
が
い
か
に
目
覚
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
判
明
し
よ
う
。
し
か
し
、
一
九
ニ
―
年
に
は
冷
酷
な
産
業
者
の
反
対
や
妨
害
が
相
次
ぎ
、
こ
の
漁
夫
組
織
は
分
裂
し
た
。
そ
の
後
も
漁
夫
組
織
に
対
す
る
妨
害
及
び
分
裂
政
策
は
続
け
ら
れ
、
市
場
協
同
組
合
(cooperative
m
a
r
k
e
t
i
n
g
 
a
g
r
e
e
m
e
n
t
)
が
そ
の
欺
隔
的
役
割
を
担
っ
て
登
場
し
て
来
る
。
こ
れ
が
再
び
階
級
的
立
場
か
ら
漁
夫
自
身
の
手
へ
帰
ろ
う
と
す
る
動
き
に
変
る
の
は
一
九
一
―
1
0年
代
で
あ
る
。
一
九
一
―
―
―
―
一
年
と
一
九
三
四
年
に
は
、
ボ
ス
ト
ソ
で
漁
夫
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
り
、
一
九
三
五
年
と
一
九
三
六
年
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
漁
夫
は
「
N
a
t
i
o
n
a
l
M
a
r
i
t
i
m
e
 U
n
i
o
n
」
を
招
待
し
、
翌
P
o
r
t
l
a
n
d
 
a
n
d
 
R
o
c
k
l
a
n
d
 
(Atlantic 
F
i
s
h
e
r
m
e
nぷ
s
U
n
i
o
n
 
七
六
s
e
e
k
i
n
g
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更
に
、
B
o
s
t
o
n
 ご
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
Gloucester 
P
o
r
t
l
a
n
d
 
S
e
a
f
o
o
d
 W
o
r
k
e
r
s
 U
n
i
o
n
,
 P
o
r
t
l
a
n
d
 L
c
c
a
l
 
「J
e
a
m
o
t
e
r
s
'
U
n
i
o
n
」
の
影
響
も
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
を
中
心
と
し
て
非
常
に
有
力
で
あ
る
。
第
二
に
雇
主
側
の
組
織
状
況
を
見
よ
う
。
こ
れ
は
船
主
側
に
お
け
る
も
の
と
仲
介
人
側
に
お
け
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
と
も
に
連
合
的
な
大
組
織
体
は
出
来
て
い
な
い
。 Lo
c
a
lー
O
r
g
a
n
i
z
e
d
1
9
4
4
 
Z
・
e
w
 B
e
d
f
o
r
d
 
S
e
a
f
o
o
d
 
W
o
r
k
e
r
s
 
ー
O
r
g
a
n
i
z
e
d
1
9
3
8
 
U
n
i
o
n
,
 
N
e
w
 B
e
d
f
o
r
d
 
年
に
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
組
織
化
を
完
成
し
た
。
こ
の
ボ
ス
ト
ソ
で
成
立
し
た
漁
夫
組
織
は
、
一
九
三
九
年
に
は
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
の
漁
夫
組
織
を
も
包
含
し
て
、
大
西
洋
漁
夫
連
合
と
し
て
最
大
の
組
織
を
誇
る
に
至
っ
て
い
る
。
(
9
)
 
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
海
岸
労
働
者
(
s
h
o
r
e
w
o
r
k
e
r
)
達
も
叉
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
組
織
体
は
「
International
L
o
'
 
n
g
s
h
o
r
e
m
e
n
'
s
 Association
」
で
あ
り
、
そ
の
傘
下
に
次
の
よ
う
な
「S
e
a
f
o
o
d
W
o
r
k
e
r
s
 U
n
i
o
n
」
を
包
摂
し
て
い
る
。
S
e
a
f
o
o
d
 W
o
r
k
e
r
s
 
U
n
i
o
n
,
 
B
o
s
t
o
n
 
L
o
c
a
lー
I
O
r
g
a
n
i
z
e
d
 1
9
3
7
 
S
e
a
f
o
o
d
 W
o
r
k
e
r
s
 U
n
i
o
n
,
 G
l
o
u
c
e
s
t
e
r
 L
o
c
a
l
 
七
七
註
(
9
)
い
わ
ゆ
る
海
岸
労
働
者
達
(shoreworkers)
と
い
う
も
の
の
中
ー
U
n
o
r
g
a
n
i
z
e
d
ー
O
r
g
a
n
i
z
e
d
1
9
4
3
 
B
a
s
t
o
n
 
G
l
o
u
c
e
s
t
e
r
 
N
e
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 B
e
d
f
o
r
d
 
Fillet 
D
e
a
l
e
r
s
 
Association 
Gloucester Fisheries Association 
ation 
|
O
r
g
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n
i
z
e
d
 1
9
2
7
 
|
U
n
o
r
g
a
n
i
z
e
d
 
|
O
r
g
a
n
i
z
e
d
 1
9
3
8
 
船
主
組
織
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
B
o
s
t
o
n
 
F
e
d
e
r
a
t
e
d
 F
i
s
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n
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 B
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a
t
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e
w
 E
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 N
e
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e
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1
9
3
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c
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e
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4
3
 
N
e
w
 B
e
d
f
o
r
d
 
N
e
w
 B
e
d
f
o
r
d
 S
e
a
f
o
o
d
 
P
r
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'
A
s
s
o
c
i
,
 
P
o
r
t
l
a
n
d
 
こ
の
船
主
組
合
の
機
能
は
、
非
公
式
で
は
あ
る
が
法
律
家
を
お
い
て
そ
の
共
通
の
利
益
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
漁
夫
側
と
の
契
約
を
有
利
に
結
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
仲
介
人
組
織
は
最
も
劣
弱
で
、
本
来
的
姿
を
見
せ
て
い
る
の
は
ボ
ス
ト
ソ
だ
け
で
あ
る
。
G
l
o
u
c
e
s
t
e
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Z
・
e
w
唇
d
f
o
r
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M
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第
五
章
は
、
レ
イ
制
度
を
め
ぐ
る
利
潤
分
配
の
問
題
を
と
り
扱
う
い
わ
ば
本
書
の
中
心
的
な
部
分
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
夫
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
利
澗
分
配
に
関
す
る
レ
イ
制
度
は
、
大
西
洋
漁
夫
連
合
が
一
九
三
七
年
に
結
成
さ
れ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
レ
イ
制
度
に
関
す
る
斗
争
は
、
主
と
し
て
売
手
と
し
て
の
漁
夫
と
買
手
と
し
て
の
仲
介
人
と
の
間
で
行
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
仲
介
人
と
ト
ロ
ー
ル
船
主
と
が
あ
る
程
度
協
調
し
て
い
る
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
斗
争
に
互
恵
的
部
分
が
混
入
さ
れ
て
い
る
し
、
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
や
ニ
ュ
ー
・
ペ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
で
は
い
き
な
り
市
場
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
斗
争
が
展
開
さ
れ
、
各
々
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
何
故
漁
業
に
お
い
て
の
み
レ
イ
制
度
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
、。カ
漁
業
の
生
産
の
場
は
、
自
然
力
の
最
も
偉
力
を
発
揮
す
る
海
で
あ
り
、
対
象
は
そ
の
海
に
棲
息
ず
る
生
き
た
魚
類
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漁
業
は
常
に
生
命
及
び
漁
獲
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
来
た
し
、
そ
の
労
働
は
苛
酷
で
あ
り
特
異
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
成
功
に
導
く
に
は
、
漁
業
に
た
ず
さ
わ
る
五
に
は
、
荷
揚
げ
、
運
輸
加
工
、
冷
蔵
冷
凍
関
係
者
を
す
べ
て
包
含
し
て
い
る
。
一
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
(6) (5) 
「
n
e
t
'
s
t
o
c
k
」
の
分
配
割
合
(4) (3) (2) (1) 
総
漁
獲
高
(
t
h
e
q
u
a
n
t
i
t
y
 of t
h
e
 catch) 
制
度
の
下
に
お
け
る
漁
夫
の
受
取
り
分
は
次
の
六
つ
の
変
数
に
よ
っ
て
決
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
協
力
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
漁
業
の
特
異
性
が
レ
イ
制
度
を
生
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
中
に
お
い
て
も
廃
止
さ
れ
ず
、
両
方
か
ら
支
持
さ
れ
て
現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
現
在
の
レ
イ
制
度
に
よ
る
協
定
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
一
定
漁
業
期
間
の
操
業
費
が
最
初
に
そ
の
船
の
全
漁
獲
物
(
g
r
o
s
s
s
t
o
c
k
)
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
こ
の
控
除
分
を
「
a
b
o
v
e
,
t
h
e
,
l
i
n
e
e
x
p
e
n
s
e
s
」
と
い
い
、
残
り
が
純
粋
財
産
(
n
e
t
s
t
o
c
k
)
と
し
て
漁
夫
と
船
主
の
間
で
契
約
比
率
に
従
っ
て
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
操
業
中
の
主
要
な
流
動
費
用
(
r
u
n
n
i
n
g
e
x
p
e
n
s
e
s
)
は
、
「
b
e
l
o
w
,
t
h
e
,
l
i
n
e
e
x
p
e
n
s
e
s
」
と
呼
ば
れ
、
漁
夫
の
総
分
配
分
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
純
粋
に
は
こ
の
残
り
が
船
長
以
下
の
漁
夫
に
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
レ
イ
定
さ
れ
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
単
価
操
業
費
の
大
い
さ
「alove
、t
h
e
,
l
i
n
e
」
と
「
b
e
l
o
w
,
t
h
e
,
l
i
n
e
」
の
割
合
漁
夫
の
人
数
七
八
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（表4) ボストン漁夫労働日数及び平均年収入高
一ュー・イングラド漉業について（柏尾）
＼漁夫 平均労圃H数「令喜り平均年収入レ）
1948 I 1951 I 1948 I 1951 
All fishermen 155 179 3,676 4,720 
Captains 192 211 9,957 12,063 
Mates 194 217 4,991 6,138 
First engineers 216 219 5,239 5,621 
Second engineers 162 170 3,692 4,177 
Cooks 144 159 3,342 4,008 
Deckhands 148 176 3,149 4,202 
Donald J. White, "Ibid", P. 64 Jable 18 
こ
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
レ
イ
制
度
の
根
幹
は
、
④
な
い
し
⑥
項
で
、
山
な
い
し
③
項
は
、
文
字
通
り
や
っ
て
見
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
漁
業
は
非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
労
働
者
と
し
て
の
漁
夫
の
立
場
は
常
に
不
安
で
あ
り
、
こ
こ
に
強
力
な
組
織
力
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
叉
、
こ
の
レ
イ
制
度
は
、
各
操
業
毎
に
区
分
す
る
こ
と
が
必
,． 
ノ‘
七
九
の
事
柄
を
政
策
と
結
び
つ
け
つ
つ
著
者
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。
他
の
産
業
要
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
操
業
期
間
が
一
0
日
位
の
短
時
日
で
単
位
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
常
で
、
こ
れ
は
大
低
漁
夫
側
に
有
利
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
イ
制
度
の
下
で
鋤
＜
漁
夫
の
収
入
は
（
表
4
)
の
よ
う
に
、
最
近
で
は
か
な
り
著
し
い
増
加
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
ボ
ス
ト
ン
の
海
岸
労
働
者
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
。
さ
て
、
著
者
は
、
そ
れ
か
ら
ボ
ス
ト
ソ
、
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
，
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
の
各
漁
港
に
お
け
る
レ
イ
制
度
を
め
ぐ
る
斗
争
を
論
じ
た
後
、
漁
夫
の
組
織
活
動
に
対
す
る
反
対
斗
争
及
び
そ
れ
へ
の
対
策
の
説
明
に
移
っ
て
い
る
。
先
ず
、
漁
夫
に
対
抗
す
る
斗
争
の
中
心
は
、
扉
傭
制
限
(job
control)
で
あ
り
、
特
に
大
西
洋
漁
夫
連
合
の
メ
ン
バ
ー
を
主
な
目
標
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
漁
夫
は
組
縦
の
力
で
船
主
と
激
し
く
交
渉
を
続
け
た
。
叉
、
漁
夫
は
、
漁
獲
制
限
(
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
control) 
に
よ
る
斗
争
手
段
を
も
っ
て
仲
介
人
と
相
対
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
以
上
労
働
者
と
協
力
し
て
よ
り
広
範
囲
な
強
力
な
組
織
の
下
に
、
正
常
な
賃
銀
制
度
へ
磁
く
と
い
う
斗
争
は
、
漁
業
と
い
う
特
殊
な
産
業
部
門
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
成
功
は
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
レ
イ
制
度
は
種
々
の
複
雑
な
形
態
の
下
に
当
然
の
よ
う
に
存
続
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
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叉
、
市
場
の
困
態
性
及
び
限
界
の
問
題
及
び
外
国
競
争
激
化
の
問
題
は
、
第
六
章
供
給
と
市
場
問
題
で
は
、
三
つ
の
事
項
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
―
つ
は
魚
資
源
減
少
の
間
題
で
あ
り
、
二
つ
は
市
場
の
困
難
性
に
基
づ
く
漁
獲
物
販
売
収
入
の
限
界
の
狭
さ
の
問
題
で
あ
り
、
三
つ
は
外
国
の
競
争
激
化
に
伴
っ
て
生
起
す
る
諸
問
題
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
魚
資
源
枯
渇
化
の
問
題
ほ
既
に
述
べ
た
。
特
に
、
ボ
ス
ト
ソ
の
ハ
ダ
ッ
ク
減
少
は
（
表
5
)
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
生
産
手
段
の
高
度
化
に
逆
比
例
し
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
し
、
グ
ロ
ー
ス
ク
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
類
も
、
同
じ
く
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正
し
く
魚
資
源
枯
渇
化
の
具
体
的
現
わ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
代
表
的
ト
ロ
ー
ル
漁
業
者
一
日
当
り
H
a
d
d
o
c
k
漁
獲
高
（
ポ
ン
ド
）
Donaly J. White,'^Ibd"P104ExV
年度 漁獲両
1924 23,150 
1925 32,250 
1926 41,275 
1927 43,790 
1928 34,520 
1929 22,402 
1930 11,545 
1931 8,880 
1932 11,572 
1933 9,708 
1934 10,308 
1935 12,275 
1936 13,500 
1937 11,650 
1938 11,733 
1939 13,040 
1940 12,836 
1941 16,615 
1942 18,682 
1943 18,343 
1944 16,973 
1945 16,000 
1946 14,264 
1947 12,800 
1948 9,702 
（表
5
)
ー
と
ボ
ー
ト
ラ
ソ
ド
の
ス
ズ
キ
類
も
、
ニ
ュ
ー
・
ペ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
ド
の
カ
一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
既
に
第
一
章
に
お
い
て
あ
る
程
度
論
及
し
て
あ
る
か
ら
こ
こ
で
の
著
者
の
説
明
は
省
略
し
て
、
い
わ
ゆ
る
著
者
の
勧
告
と
い
う
も
の
を
観
察
し
よ
う
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。
先
ず
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
積
極
的
援
助
が
磁
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
、
外
国
と
の
競
争
面
に
お
い
て
そ
れ
は
必
須
で
あ
る
。
叉
、
資
源
の
面
で
も
、
よ
り
遠
洋
へ
の
発
展
の
た
め
の
資
本
は
こ
れ
を
援
助
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
、
獣
肉
偏
好
と
か
特
定
魚
類
偏
好
と
か
い
う
市
場
に
お
け
る
限
界
も
、
漁
夫
、
船
主
、
加
工
業
者
等
が
協
力
し
て
打
開
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
市
場
に
お
第
七
章
組
織
重
視
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
場
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
簡
単
に
述
べ
よ
う
。
市
場
を
め
ぐ
る
諸
困
難
を
打
開
す
る
こ
と
は
、
漁
業
関
係
の
す
べ
て
の
グ
ル
ー
。
フ
に
と
っ
て
必
要
な
'
.
J
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
種
々
の
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
る
が
、
最
も
重
要
旦
つ
緊
急
を
要
す
る
こ
と
は
、
各
々
の
機
構
を
も
っ
と
合
理
的
に
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
ポ
ス
ト
ソ
の
よ
う
に
仲
介
人
が
多
く
船
主
を
兼
ね
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
の
困
難
は
、
セ
ル
オ
ー
バ
ー
(
s
e
l
l
o
v
e
r
)
七
け
る
諸
制
限
は
次
章
の
問
題
で
も
あ
る
。
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
て
い
八
〇
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一
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
第
八
章
は
、
著
者
の
発
展
に
対
す
る
展
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
要
点
八
る
。
仲
介
業
者
は
、
セ
ル
オ
ー
バ
ー
を
漁
獲
物
価
値
決
定
に
お
い
て
品
質
規
制
の
目
的
を
達
す
る
と
主
張
す
る
し
、
漁
夫
は
、
セ
ル
オ
ー
バ
ー
を
市
場
を
め
ぐ
る
安
売
り
組
織
そ
の
も
の
で
あ
り
賃
銀
を
レ
イ
制
度
以
下
に
圧
え
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
し
て
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
七
ル
オ
ー
バ
ー
に
よ
る
困
乱
は
、
主
と
し
て
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
セ
ル
オ
ー
バ
ー
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
の
魚
類
取
引
規
則
(
N
e
w
 E
n
g
l
a
n
d
 F
i
s
h
 E
x
c
h
a
n
g
e
 R
u
l
e
s
)
が
曖
昧
不
適
当
な
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
品
質
規
制
の
議
論
に
対
し
て
取
引
規
則
の
調
停
準
備
が
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
ボ
ス
ト
ソ
市
場
に
お
い
て
統
合
さ
れ
て
い
る
ト
ロ
ー
ル
船
主
と
仲
介
人
が
、
船
主
と
し
て
の
利
益
を
最
高
に
す
る
よ
り
は
流
通
過
程
に
お
け
る
安
価
な
魚
類
の
方
に
よ
り
大
き
な
利
益
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
大
の
弱
点
は
機
構
が
合
理
的
に
完
備
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
困
難
な
問
題
が
生
起
し
て
い
る
点
は
充
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
備
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、
各
漁
業
者
は
対
等
の
立
場
に
お
い
て
組
織
的
調
査
を
行
い
、
機
構
の
合
理
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
八
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
前
の
章
ま
で
に
、
吾
々
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
主
要
漁
港
の
直
面
し
て
い
る
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
又
、
吾
々
は
、
大
西
洋
漁
夫
連
合
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
率
先
し
て
と
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
迎
由
も
述
べ
た
し
、
修
正
さ
れ
た
連
合
的
政
策
に
お
け
る
協
調
的
取
引
は
耐
久
的
構
造
的
変
革
を
も
た
ら
す
の
に
有
効
な
手
段
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
暗
示
し
て
お
い
た
。
吾
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
も
は
や
実
将
来
の
展
痰
を
論
ず
る
に
先
立
っ
て
、
大
西
洋
漁
夫
連
合
が
そ
の
政
策
を
修
正
し
、
先
見
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
す
る
よ
う
に
吾
々
が
暗
示
す
る
の
は
、
吾
々
の
分
析
に
よ
る
と
そ
れ
が
連
合
及
び
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
最
大
利
益
と
な
る
よ
う
な
戦
術
に
指
向
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
再
び
強
く
主
張
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
方
法
こ
そ
、
漁
夫
の
収
入
と
職
業
と
に
対
す
る
本
物
の
防
衛
と
、
連
合
に
対
す
る
真
実
の
保
償
と
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
た
い
と
い
う
漁
夫
の
正
常
要
求
に
吾
々
が
無
常
で
あ
る
か
ら
、
連
合
の
リ
ミ
ッ
ト
(limit)
採
用
に
同
意
し
な
い
だ
の
、
叉
逆
に
、
漁
夫
の
収
入
の
将
来
に
大
き
い
関
心
を
い
だ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
う
す
る
の
だ
の
、
と
い
う
こ
と
は
吾
々
の
主
張
で
は
な
い
。
勿
論
、
吾
々
は
、
吾
々
の
処
方
箋
(pre
、
scription)
が
た
や
す
い
も
の
で
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
事
実
、
施
の
段
階
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
吾
々
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
巨
大
な
連
合
が
他
産
業
に
対
し
て
寄
与
し
て
い
る
よ
り
も
、
漁
夫
連
合
か
ら
は
る
か
に
多
く
の
も
の
を
希
い
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
巨
大
連
合
の
基
本
的
政
策
は
、
ス
リ
ヒ
タ
ー
(
S
u
m
n
e
r
H. Slichter)
に
よ
れ
ば
、
「
そ
れ
は
苛
酷
な
取
引
を
追
放
し
て
来
た
し
、
叉
そ
れ
に
よ
っ
て
、
増
大
す
る
産
業
生
産
高
に
対
し
て
出
来
る
だ
け
大
き
い
分
け
前
を
労
働
者
に
も
た
ら
し
て
来
た
。
連
合
と
は
、
経
営
の
分
担
に
関
心
を
持
つ
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
経
営
と
の
協
調
に
関
心
を
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
漁
夫
連
合
は
、
レ
イ
制
度
の
下
に
お
い
て
、
そ
の
メ
ソ
バ
ー
が
働
い
て
い
る
漁
業
の
幸
運
の
た
め
に
叉
自
分
自
身
の
利
益
の
た
め
に
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
簡
単
明
瞭
な
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
困
難
は
、
連
合
が
漁
業
に
お
け
る
そ
の
役
割
の
性
質
を
よ
く
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
求
め
る
目
的
を
達
す
る
た
め
に
ど
う
や
っ
て
叉
ど
の
よ
う
に
協
閻
策
に
変
更
し
て
行
く
か
予
測
し
う
る
将
来
の
う
ち
で
、
連
合
は
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
、
叉
他
の
主
要
グ
ル
ー
プ
は
ど
ん
な
反
撥
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
漁
業
に
お
い
て
相
反
す
る
利
益
団
体
を
同
時
に
達
い
て
行
く
よ
う
な
力
、
斗
争
か
ら
一
L
_
•
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
漁
業
に
つ
い
て
（
柏
尾
）
協
調
へ
容
易
に
移
動
さ
せ
、
採
用
し
た
決
定
的
政
策
の
真
価
を
強
調
す
る
よ
う
な
力
、
こ
う
い
う
強
い
力
は
果
し
て
存
在
し
う
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
見
き
わ
め
る
こ
と
こ
そ
発
展
の
真
の
展
望
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
一
九
五
六
・
七
・
一
五
）
八
